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〔(社)日本家政学会

５月22日（土）Ａ会場　午前9 : 30～11 : 00

Fセルフ・エンプロイドl女性たちの生活と意識

　　　　　　　　　　一世田谷区での1991年調査を基に（第１報）

　　　　　O女子栄養大学(≫）三善勝代　川鉄病咄寸属高等看護学院（≫）/|双方稔子

　　　　　　　お茶の水女子大家政鵜沢由美子　　　四山田祐子

【目的】近年、わが国の主として既婚女性たちの間に、自営業ないしこれに準じた形態

働く「セルフ・エンプロイド」のケースが目立つ。これは女性と労働をめぐる'80年代以

降の新動向の一一つとして注目されてはいるものの、その名称および概念についてはまだ共

通理解が得られていない現状にある。また、比較的まとまった数を直接扱った包括mi実

態調査研究の例も少ない。過労死の危険が取り沙汰され、個人生活尊重の働き方・生き方

が求められている現在、彼女たちのこのスタイルはそれに何らかの示唆を与えるかもしれ

ない。そこで、世田谷女性センターの委託を機に、その実態把握を試みた。

【方法】「セルフ・エンプロイド」の働き:方を、世田谷区に在住して同区の内外で、あ

るいは在住はしないが同区内で行う、女性55人（就労経験年数は不問。書物や新聞記事あ

るいは知人の紹介によって得た）に対する聞き取り。調査実施期間は199!年９月から12月。

　【結果】①対象者の平均年齢は45歳。②就労業種は、衣食住関係のほか、従来型のビジ

ネス・イメージとは異なる分野も含み多岐|にわたったが、10タイプに整理できた。③この

働き方の長所|として、時間的にmmがきき自己盆醤|の余地|も大きい点が33名から指摘され

た。④雇用労働への就労希望ぼ|（4段階評価）|については、「希望する」(27名）と「し

ない」にほぼ二分された。が、各場合の程度まで含めると、後者の方は強い否定「まった

く希望しない」への回答で|あり、全体の傾向はそれに拒絶的と見えた ⑤自分にとっての

働<意味と:して、「自活」といった経済面のみを指摘した者は４名にすぎず、「生きがい」

や「自己表現」など、精神面の充足を挙げる者が大多数であった。
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　　　　　　「セルフ・エンアロイド」女性丿圭の生活と意識

　　　　　　　　　　　　　　　一世田谷区での1991年調査を基に（第２報）

　　　　女子栄養大学園三善勝代　川鉄病院付属高等看護学院（非）小保方稔子

　　　○お茶の水女子大家政鵜沢由美子　共栄学園短大生活学科　山田祐子

【目的・方法】第１報に同じ。本報告では、開業（当該就労の開始）の諸様相について述

べる。すなわち、開業の決意時期及び開業時期、動機、準備期間、準備の内容、人数、開

業形態、開業資金、事業所所在地、仕入れ先の発見、確保、開業時のPR方法、事業が軌

道に乗るまでの期間、開業時の家族の協力についてである。

　【結果】調査対象の範囲力昿く、仕事内容も多岐に渡り、「準備期間」「軌道に乗る」な

どの項目のとらえ方、意味内容にばらつきが見られたが、次のような点が指摘できる。①

開業の動機について：回答者の関心、キャリアといった「内発的動機」、人や事物との出

会いなどの「外発的動機」、夫の定年や子離れといった「家族に関わる動幾」の３つに大

別できた。開業に至るまでに、「内発的動機」力^動機の根幹を成し、「外発的動機」がそ

れを引き出す役割をしr家族に関わる動機」が後押しをするといった関連性が、多くの

ケースに見られた。②ネットワークの重要性：開業するにあたって、血縁者や知人のネッ

トワークが重要な働きをしているケースが多く見られた。まず、家族の協力が、資金、事

業所準備などのハード面から、仕事、家事の手伝いなどのソフト面にいたるまで、目立っ

ていた。たとえば、開業資金を全額家族が負担したのは７ケースであり、その最高額は２

億５千万円であった。他に、一部を家族が負担したのは５ケースであった。次に、仕入れ

先の確保、開業時のPRなどに際し、友人・知人一家族・開業までのキャリアで築いた仕

事仲間や取引先などのネットワークが効果をあげていた。PR方法に「チラシ」と共に一

番多く挙がったのが「口コミ」であったのもその表れである。


